
開口部を有するCLT耐力壁の壁倍率に関する研究 A18AB140 森寧音

研究目的・背景

開口を有するCLT耐力壁の解析

CLT耐力壁バネモデル
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k1：Pw-θxL （桁・土台側L型金物による剛性）
k2：Pw-θyL （柱側L型金物による剛性）
k3：Pw-γ （CLTのせん断剛性）
k4：Pw-θyt （柱脚接合部の引張による剛性）
k5：Pw-θyc （柱脚接合部の圧縮による剛性）
k6：PF-R （フレームの曲げ剛性）

第1剛性 𝑅1 =
𝑝𝑤

𝐾

pｗ：荷重 K：荷重時の剛性

第2剛性以降 𝑅𝑖＝𝑅𝑖−1＋
(𝑝𝑤−𝑝𝑤−1)

𝐾

Ri-1：求めたい変形角の１つ前の変形角
Pw-1：求めたい荷重の1つ前の荷重

開口低係数 𝑃𝑤 = 𝑝𝑤 ∗ 𝑎

考慮 pw:無開口壁の荷重
α：開口低減係数(𝑎 = 0.99)

〇解析方法

• 耐力壁のせん断抵抗機構と接合部のモーメント
抵抗機構を図に示すような並列バネと仮定する

• 図に示す各部の剛性k₁～k₆より、式(1)～(3)を
用いて行う

• 文献1)より開口低減係数を用いて得られる解析
値を式(4)を用いて行う

CLT耐力壁モデル

築年数が古いほど耐震性不足

耐震性能を高めるため性能規定を満たす耐力壁が必要

CLTパネル(MNパネル)推奨

しかし…

• 耐力壁に開口部を設けた場合、非耐力壁又は剛性・耐力
を低下させた耐力壁として扱う

• 剛性・耐力の低下を評価する手法とは、構造用合板など
の薄い面材を用いた実験で検証されたものであり、板厚
が36mm以上と厚いCLTに適応できるか明らかでない

開口部が耐震性能に与える影響を検討する

MNパネル(左表、右裏)
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耐力壁のせん断抵抗の剛性成分（荷重変位関係）
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実大実験

結論

*参考URL
• 熊本地震における建築物被害の原因分析を行う委員会報告書,pp.31-33：http://www.nilim.go.jp/lab/hbg/0930/pdf/text.pdf
• 60㎜厚MNパネル：https://nakamurakensetu.jp/mnpanel/
*参考文献

1) 荒木康弘・中島昌一・中島史郎・山口修由：開口を有する告書,第24巻,第56号, pp.147-152, 2018.2.

・Φ150mm程度の小開口部の有無が耐震性能に与える影響は小さい
・実験より、大変形時にもCLT開口部には損傷が見られなかったが、壁倍率は解析値より低い

〇実験方法
• パネルの上部に23㎜カット寸法を設ける
• 実験は正負交番3回繰り返し
• 構面のせん断変形角が1/450，1/300，1/200，1/150，1/100，1/75，1/50，1/30radの正負変形の後、最

大荷重の80％の荷重に低下するか、構面のせん断変形角が1/15radを超えるまで加力

①Py (kN) ②Pu*(0.2/Ds)(kN) ③2/3Pmax (kN) ④P1/120 (kN) MIN(①:④) 壁倍率
試験体1 23.31 31.20 30.33 8.35 8.35 4.68
試験体2 14.66 10.69 16.76 9.02 9.02 5.05

無開口 23.32 31.42 30.33 10.64 10.64 5.97
無開口*α 22.97 28.92 28.28 10.63 10.63 5.96

有開口 23.32 31.25 30.33 10.52 10.52 5.90

構造特性値

〇実験結果
• 試験体1と2の違いは見られず、開口部の変形や損

傷は目視で確認出来なかった
• 開口位置による荷重変位関係の大きな差異は見ら

れなかった
• 壁倍率は、試験体1は4.68、試験体2は5.05となり、

解析値より小さい結果であった
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せん断力－変形角関係(解析・実験)

〇解析結果

• 無開口、有開口、無開口*α1)の荷重変位
関係に大きな差は見られない

• CLTを用いた耐力壁では2箇所のΦ150mmの
小開口部が変位関係に与える影響は小さい

• 以下の表に示す壁倍率も大きな違いがない

試験体(軸組図) CLTパネル(左試験体1、右試験体2) 実験後試験体の様子

b)試験体１
150Φ孔開口部の様子

c)試験体２
コンセントBOX開口部の様子

a)試験体１
CLT耐力壁全体図

開口が耐震性能に与える影響は
小さいと考えられる

http://www.nilim.go.jp/lab/hbg/0930/pdf/text.pdf
https://nakamurakensetu.jp/mnpanel/

